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参加費等

３０００円（学生２０００円）

５０００円（学生３０００円）

１０００円(６月１７日の昼う

大会参加費

懇親会費

昼食弁当代

｢宗教と社会」学会第９回学術大会

日時

2001年６月１６日(土)・１７日(日）

場合云

慶雁義塾大学(三田キャンパス）

〒lO8-8345東京都港区三田2-15-45
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振替をもって参加申し込みとします(振替用紙はパンフレットに同封)。

振替番号：00190-6-663540「宗教と社会」学会第９回学術大会事務局

（同封の「振替に関するお願い」を参照して下さい）

「宗教と社会」学会第９回学術大会本部

〒108-8345東京都港区三田2-15-45

慶雁義塾大学(三田キャンパス）樫尾直樹研究室

ＦＡＸ：03-5427-1578

e-mail：kashio@flet,keio､ａＧｊｐ
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北館１階カフェテリア

★両日共通★

＊受付 西校舎一階ロビー

◇当日は、まず受付においで下さい。

◇使用教室は全て西校舎です(懇親会除く)。

日目★（６月１６日土曜日）

学会・大会合同本部

休憩所・クローク

個人発表Ａ会場

個人発表Ｂ会場

総会

常任委員会

懇親会

１
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＊
＊
＊
＊
＊

★

使用教室一覧

★２日目★（６月１７日日曜日）

＊学会・大会合同本部

＊休憩所・クローク

＊ワークショップ１

＊ワークショップ２

＊ワークショップ３

＊昼食

＊常任委員会

＊編集委員会
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※当日達諮先大会委員長屋『通携帯I雪話

z1EZ,：〃O-ZaZ6-型２０
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１１：００

より

１３:００

↓

１３:５０

１４:００

↓

１４:５０

１５:0０

↓

１５:５０

１６:0０

↓

１６:５０

１７:００

↓

１７:５０

１８:００

↓

２０:００

9:3０

より

１０:００

↓

１２:００

１２:００

↓

１３:３０

１３:３０

↓

１６:３０

タイムテーブル

６月１６日(土）

１１：0０

受付（西校舎一階ロビー） ↓ 常任委員会〈二階小会議室）
１２:5０

個人発表Ａ会場(512） 個人発表Ｂ会場(513）
浦崎雅代（東京工業大学大学院）

｢死と向き合う場における現代宗教の役割一タイに

おけるターミナルケアに携わる開発僧と在家信者の

関係から－」

糸静子（九州保健福祉大学）

｢痛みの原因と癒しについての宗教的・哲学的観点から

の－考察一聞き取り調査を中心に一」

中島岳志（京都大学大学院） 松谷満（大阪大学大学院）

｢現代インドにおけるヒンドゥー・ナショナリズム運 ｢キリスト教信者の宗教性と社会意識一教派間比較を中

動一RSS（民族奉仕団）の理念と活動をめぐって一」 心に－」

佐藤木綿子（京都大学大学院）

｢伝統文化とジェンダー規範の表象と実践一沖縄県

久高島の祭祁とオナリ神信仰を事例に－」

林貴啓（京都大学大学院）

｢宗教リテラシーのために－宗教教育への一展望一」

中西尋子（龍谷大学）

｢クリスチャンホームとなる過程一在日大韓基督教

会における家族の事例一」

猪瀬優理（北海道大学大学院）

｢脱会の条件一脱会カウンセリングと自発的脱会一」

総会（517）

懇親会（北館１階カフェテリア）

６月１７日（日）

受付（西校舎一階ロビー）

ワークショップ（前半）

１「宗教が創り出す新しい紳」 ２「日本社会とキリスト教」 ３｢新･宗教研究の課題と展望」

(512） (513） (516）

昼食(515)※ 常任委員会（523A） 編集委員会(5238）

ワークショップ（後半）

１（512） ２(513） ３（516）

※弁当(振替にて申込)は、５１５にて、昼食券と引き換えでお渡し致します。昼食券は、受付時にお渡しします。
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■「宗教と社会｣学会第９回学術大会

ﾉﾘ厘人発表

個人発表

ワークショップ

発表要旨集■

2001年６月１６日（土）

2001年６月１７日（日）

１３:００－１６:５０

１０:00-12:００

１３:３０－１６:3０

[A1］「死と向き合う場における現代宗教の役割一タイにおけるターミナルケア

に携わる開発僧と在家者の関係から－」

浦崎雅代(東京工業大学大学院）

死は､誰もが避けられない事実であり、死そのものは問題ではない｡だが死をめぐる社会的問題は常

に存在する｡現代日本においては､死を身近で感じられなくなった若者が起こす凶悪な犯罪、リストラ死

とも呼ばれる中高年の自殺増加､高齢者の介護と死への向き合い方などがあろう。

死をとりまく問題の背景には、人生観や宗教観などが存在し､いわば死は宗教と社会との接点である。

死を迎えた時､すなわち葬式の場のみならず､現代では､死と向き合う場面､すなわち死の準備段階に

おいて、去り行く者や残される者に対する癒しの側面から、宗教あるいは宗教者の役割が期待される。

しかし､それは時代や地域によって微妙に変化するものでもある。

当発表では、西洋や日本におけるホスピスケアに携わる先行研究の分析とともに､アジアの視点､こ

こではタイにおける､ターミナルケアに携わる開発僧と患者や家族を含む在家者との関わりを事例として、

死と向き合う場における宗教の役割を明らかにしたい。

日本においては､ホスピスの重要性が高まっており、キリスト教系ホスピスに加え、仏教系の団体もタ

ーミナルケアに取り組みはじめている｡そこで､仏教的なケアとか何かを考える上で､タイ僧侶と関係を

持って仏教的ケアを模索する動きもある。

ここではそうした事例をもとに､仏教的なケアとは何かを考える上で考察の一助となるであろう、日本と

タイとの仏教的素地の違いからくる死生観や死を受容していく様の違いをあきらかにする｡その上で、日

本とタイの死と向き合う場における問題点､課題点の現状分析を行なう。

これまでは､タイにおける開発僧の活動としてエイズホスピスがあげられるケースが多く、その活動に

ついては報告されているが､彼らの活動が仏教的ケアとしてどの程度有効であるかについての具体的

な研究はほとんどなされていない。

ゆえに､この研究の意義は二つある｡一つは､死をめぐる比較宗教社会研究として､もう一つはタイの

開発僧研究としての位置付けである。

この二つの研究視点から､現代社会における宗教の役割を､死をめぐる三者(僧侶、去り行く者､残さ

－５－



れる者)の立場から検証する｡そして仏教的ケア僧侶､在家者それぞれの役割をあきらかにすることによ

って､宗教者の社会活動の限界および可能性を示していきたい。

{A2］「現代インドにおけるヒンドゥー・ナショナリズム運動一ＲＳＳ（民族奉仕

団）の理念と活動をめぐって一」

中島岳志(京都大学大学院アジア･アフリカ地域研究研究科博士課程南アジア地域研究）

１９８０年代以降のインドにおいて､ヒンドゥー･ナショナリズム運動の拡大化が急激に進行している｡特

に､この運動を牽引するRSS(RashtriyaSwayansevakSangh；民族奉仕団)の活動への参加者の急増は

目を見張るものがある｡また､このRSSが最大の支持母体となっているBJP(インド人民党)は、1990年代

に入って中央議会での議席数を急激に増やし､ついに１９９８年の総選挙において念願の政権奪取に

成功した｡そして､首相の座にはＲＳＳと密接な繋がりをもつＡ９Ｂ･バージパイーが就き､さらに､いくつか

の国務大臣のポストにはＲＳＳ関係者が就任した。

このようなヒンドゥー･ナショナリズムの潮流は、「ヒンドウットウワ｣（｢ヒンドゥーの本質｣の意)をナショナ

ノレな価値として提示し､それに自己同一化しない非ヒンドゥー(特にムスリムとクリスチャン)との対立を深

めていることから､インド国内外で強く批判されている。しかし､その批判とは裏腹に､イギリスによる植民

地支配と近代的セキュラリズムの導入によって分断された宗教的倫理規範の包括性を回復すべきであ

るという彼らの主張は､都市の中間層を中心に広く浸透し続けている。

本発表では､このヒンドウー.ナショナリズムを分析するためにRSSの理念と活動に注目をする｡特にこ

れまでの研究において捨象されてきた一般民衆レベルのヒンドゥー･ナショナリズムの活動を分析するた

めに､ＲＳＳが活動の中心と位置付ける｢シャーカー｣(Shakha)という草の根レベルの活動に議論の焦点

を据える｡シャーカー活動とは､整列･行進に始まり、ヨーガや武術､伝統スポーツの訓練､マントラや賛

歌の斉唱、訓話や問答、対話などを行うもので､インド各地で毎日開かれるＲＳＳの末端の活動である。

このシャーカーの場において表象されるさまざまな言動の分析を通じて､RSSが志向する｢規律化された

国民的身体｣がいかに形成され､ムスリムやクリスチャンの他者化がいかに図られているのかを明らかに

する。

さらに､この議論を通じて、近年の全世界的な潮流である宗教的価値の追求とナショナリティーの形

成が連動した運動を考究する視座を提示したい。

[A3］「伝統文化とジェンダー規範の表象と実践一沖縄県久高島の祭祁とオナリ

神信仰を事例に一」

佐藤木綿子(京都大学大学院人間環境学研究科）

本発表の目的は、沖縄県久高島での参与観察と女性への聞き取りをもとに、「文化｣や｢ジェンダー」

－６－



の定式化された表象と島人たちによる実践との相違を､久高島の祭祁とオナリ神信仰の事例を用いて

明らかにする事である。

「沖縄女性｣の表象としてよく語られるものとして｢オナリ神信仰｣に顕著な｢女性の霊的優位性｣があ

げられる｡女性がその霊威によって男性を守護･祝福するという｢オナリ神信仰｣こそが｢沖縄文化｣の基

盤をなすものとして扱われてきた｡従来の沖縄研究においては｢男性／女性｣、「沖縄／本土｣という二

項対立的図式が自明視されてきたのである｡こうした議論の問題は、「文化｣を均質的で閉じたものとし

て､また｢ジェンダー役割｣を固定的なものとして本質主義的に設定してしまうことにあった。

これに対して､本発表では、二項対立的図式を｢解体｣し、「久高文化｣とは常に流動的につくりあげら

れているものとして捉え、「久高女性｣というカテゴリーの内部における多様性に着目する。しかし､現在

の久高島においても｢文化｣や｢性｣の二項対立的表象が現地の人からも語られることをふまえ､そのよう

な語りにそぐわない事例を紹介する。

まず、「自己(久高)／他者(外部)｣規範が固定的なものとして語られる｢伝統的祭祁｣に着目する｡祭

祁の｢真正性｣が問題とされ、「久高／他者｣間のカテゴリーが固定化される語りがなされる一方で､イザ

イホー加入資格の変化など､帰属ルールの変化が指摘できる事例を紹介する。

次に、「女性＝霊力によって男性を守るもの／男性＝守られるもの｣という静的な二元論的図式を一

度｢解体｣し、「女性｣のカテゴリーを｢神人｣、「潜在的神人｣、「タマガエー(イザイホー経験者)｣、「イザイ

ホー未経験者｣にわけて｢霊力｣や｢祭祁｣に関する様々 な語りを紹介する｡また、「祈り｣という宗教実践

が｢誰が祈るか｣というカテゴリーに優先されるようになった家庭祭祁の事例を取り上げ､ジエンダー規範

の変化を指摘する。

過疎化、高齢化がすすむ現在の久高島において、「女性の霊威｣や｢伝統文化｣が消滅するという語

り口ではなく、島民たちの実践によって柔軟に現実に応じ変わりうるものであるということを論証したい。

[A４１「クリスチャンホームとなる過程一在日大韓基督教会における家族の事例

一」

中西尋子(龍谷大学非常勤講師）

本報告では､在日大韓基督教会の初期、移民の第1世代の信者がクリスチャンホームを形成していく

過程を問題とする｡在日大韓基督教会を取り上げる理由は､私の関心が在日大韓基督教会の定着と展

開にあるというのがまず第１である。第２に信者にクリスチャンホームになったきっかけを聞くと､何人もが

｢母(あるいは祖母)がクリスチャンだったから｣と答えた点にある｡最初の信者が夫でなく妻であるという

ことに興味を覚えた。夫がクリスチャンで妻が非クリスチャンであれば、妻が夫の信仰にあわせることは

考えられる。しかし､その逆の場合、夫をも導き、どのようにクリスチャンホームを形成し得たのだろうか。

このような疑問を在日韓国人の家族の生活史を通して明らかにしたい｡このような入信や信仰の継承の

問題はひとつの宗教社会学のテーマとしてあるが､ひとつの家族の内部から入信や信仰の継承を問題

にしているものはあまりないように思われる。
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分析にはクリスチャンの一家族の生活史の聞き取りを用いる｡移民の第1世代を問題とするが､ここで

取り上げる家族の第1世代は他界しているので､データは子どもである第2世代の語りである｡解釈など

を補足する場合は他の家族のデータも用いる｡そして､夫および妻それぞれの家族や同胞との関係の

形成からクリスチャンホームとなる過程をたどりたい。

事例として取り上げるのは､移民の第2世代(Ｔさん)の定位家族である｡Ｔの母であるＲは１９０６年生

まれ｡Ｒがクリスチャンになったのは､結婚する前の娘時代のことである。村に外国人の宣教師が来て、

そこに通って字を習いながらキリスト教に触れた｡Ｒは男兄弟ばかりの末娘だった｡家族は誰もクリスチャ

ンではなかったが､Ｒ1人が教会に通うことに対して誰も反対しなかった｡かぞえの１８歳ぐらいで親が決

めた相手Zと結婚｡Ｒがクリスチャンであることは特に問題にならなかったようである｡Ｒがクリスチャンで

あることが問題とならなかったのは､ｚが次男であり､祖先祭祁をする義務がなかったことにもよるだろう。

結婚後、夫は来日し､京都の染め物工場(日本人経営)で働く｡Ｒは先に来ていた夫を追って来日。京

都南部の在日韓国･朝鮮人集住地区に暮らし､３男１女をもうける｡Ｒは来日後は地域にあった在日朝

鮮人教会に通う｡Ｙにとって来日後の生活は､子どもを育て､家計を助け､教会に通うという生活であっ

た｡それに対してｚは仕事一筋｡早朝に出勤し､帰宅は遅かった｡子どものことは妻に任せつきりであっ

たようである｡妻や子どもが教会に通うことに対して､Ｚは全く反対をしなかった｡食事の時は､Ｒや子ど

もたちは食前の祈りを行った｡ｚは遅く帰宅して一人で食事をとることが多かったが､家族揃って食事を

するときでもＲは食前の祈りを欠かさなかった｡末娘は助産婦でもある伝道師に取り上げてもらっている。

子どもたちは洗礼を受け、成長してからも教会に通う。長男と三男は他学部を経た後、神学部に入った。

ｚが教会に通い始めたのは､仕事中に大火傷を負って入院した時､妻の通う教会の信者が頻繁に見舞

いに訪れたこと､親とずっと同居するはずの長男が伝道のために家を出たことがきっかけとなっている。

ｚはその後､教会に通うようになり、やがては夫婦そろって執事となった｡子どもたちは､長男と三男が牧

師､次男は長老､長女は執事となっており､父母の追悼礼拝は毎年､家族･親族が一堂に集まって行わ

れる。

Ｒの定位家族がクリスチャンホームとなることを可能にしたのは以下のような点が指摘できると思われ

る｡(1)夫のキリスト教に対する寛容さ､(2)夫に祭祁継承の義務がなかったこと､(3)夫の親族が日本にい

なかったこと､(4)夫が定職に就き、仕事一筋であったこと､(5)妻にとって教会が生涯を通しての所属集

団であったこと、(6)子どもを教会に通わせ､クリスチャンとしてのしつけができたこと､(7)教会が同胞の互

助組織となっていたこと、などである。

（l)は､Ｒの夫だけに限ったことではないかもしれない｡Ｒの親兄弟もＲがクリスチャンとなることに反対

しなかったし､Ｚとの結婚にも問題とならなかった｡(4)や(7)によっても、夫は妻や子どもに対して寛容で

いることができ、同時に妻は(6)のように､教会通いや子どものしつけなどの面においても信仰を守ること

ができた｡Ｒにとっては(2)(3)のためにキリスト教信仰を継続することを容易にしたと考えられる。

在日韓国･朝鮮人の人々にとって､家族･親族は重要な準拠集団である｡かつては現在よりも一層重

要であったと思われる｡家族以外に親族は日本になく、夫のｚにとって所属する集団は､退職して職場

を離れると家族だけとなる｡その時､妻や子どもはみなクリスチャンであった｡それに対して､妻のＲにと

って教会は､(5)にあげたように生涯所属し続ける集団であった｡来日してから､継続して教会に通い､そ
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こでの人間関係は生涯続く。この事例でのクリスチャンホーム形成の過程は､非クリスチャンである夫とク

リスチャンであった妻がそれぞれにどのような家族･同胞の人間関係や生活基盤を形成してきたかによ

っている。

本報告では、１家族だけの事例研究であるから､在日大韓基督教会の発展と展開を考える場合､夫

が非クリスチャンのままの事例や､親が用意したキリスト教信仰の基盤から、どのように自分自身の信仰

を形成していったかも考えていきたい。

[B1］「痛みの原因と癒しについての宗教的・哲学的観点からの－考察一聞き

取り調査を中心に一」

糸静子(九州保健福祉大学）

１．調査研究の目的

医学の進歩により､難病が治ったり､けがや事故による重症患者が完治するまでになった｡しかし､現

代の医療で実際に治るのは､全体の約２０％であり､残り約８０%の病気の殆どは､原因が不明で､形而

下一辺倒の現代医学では解明不可能といわれている｡また､ここ数年来､医療費の負担増や薬害の問

題もあり、西洋医学以外の代替医療を取り入れるようになってきた｡身体の局部だけを診て治療するの

ではなく、人体をトータルに捉えて治療を施すやりかた､つまり東洋医学が見直されてきた。

人間が本来備えている自然治癒力を高める癒しの方法、心の治療や食事療法が盛んになってきた。

自然治癒力を高めるのに顕著な効果が認められる例として､患者自身が｢自然界から食べ物を戴き自

分が生かされていることへの感謝の気持ち｣や｢幸福感｣を持つことである｡そのことによって､体内の免

疫が活性化する。

また､人間は｢肉体｣と｢心｣と｢気｣から成り立ち､気の導引をスムーズにすることで治癒力が高まること

もわかってきた。「気｣は｢霊気｣とも｢生命の根源｣とも言われている。「感謝の気持ちを持つ｣｢気の流れ

をスムーズにする｣等が実際に病気の癒しに関連していることから、「痛みの原因｣と｢宗教･哲学｣にどの

ような因果関係があるのか､それを探りたい、また、形而上学を学びこれからの医療に活かしていくこと

の重要性を感じ、調査研究に関わった。

2．方法

・期日と場所

･対象と方法

平成１２年７月０１日～７月０２日新生仏教福岡道場

平成１２年７月１５日～７月１６日西都道場

平成１２年８月１８日～８月２２日本部と徳山支部

平成１２年８月２６日～８月２７日西都道場

平成１２年９月０９日～９月１０日宮崎支部

全１２日間宗教法人新生仏教教団本部所在地山口市吉敷１２９－２２

信者家族１５ケースが対象方法として筆者が教義の内容を理解するために道場で
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勉強をし説明を聞く。体験した信者や家族に面接や電話で質問し詳細に経過を聞く

3．聞き取り調査をした事例

･両膝の痛みがとれ車椅子が不要となる(７３歳女)･姉妹の潰傷性大腸炎と心身症(２８歳と２５歳女)・

上腸間膜動脈症候群（２６歳男)･脳動脈破裂と水頭症2カ月後意識回復(45歳男)・交通事故による意

識不明の重症が快方に向かった(7歳女)･重度の耳鳴りが軽くなった(64歳男)・乳ガンの症状がなくな

った(３１歳女)･直腸ガンと心臓病が治った(医師自身の体験男）他7事例

4.結果と考察

新生俳教の教義の中心として､人間が生かされている意味は｢世の役に立つ｣こととされている｡また、

自然界には､一定の法則があり､その法則によって森羅万象全てが運行し管理されている｡人間も自然

の一部であり、密接な関係がある。したがって､その自然の法則を知り法則(道理)に適った生き方を心

がけねばならない｡と教えられている。

患者やその家族は、自然の法則を学び実践することによって病気の原因が除去され､科学や医学等

の物理的限界を超えた状態で快方に向かい、心身が癒されてきている｡病気の形而上的な原因は道

理に適った生き方ができてないところにあるとされる｡神仏の教えを信じ実践していると､そのご意趣を

悟ることができる。

教団の教主は、ご遷主様と称されているが、本質的には当来悌であり、人間の身体をかりて神

仏がこの世に出現された存在だと言われ、形而下的には考えられないような法力を示される。ご

く自然にいつの間にか心身が癒され快方に向かった(如意)事例を報告する。(参考文献『気とは何か』

ＮＨＫブック『癒しの原理』人文書院石井誠士著『新生仏教教団史上．下』『新生仏教教導編』新生仏教出版局）

[B2］「キリスト教信者の宗教性と社会意識一教派間比較を中心に一」

松谷満(大阪大学大学院人間科学研究科博士後期課程）

目的

現代日本のキリスト教信者はキリスト教をどのように受容しているのだろうか。本発表は日本のキリスト

教信者を対象とした計量的研究の結果報告である｡本研究では､信者個々人の属性･宗教性･社会意

識という３側面に焦点を当てている｡今回の発表では特に､プロテスタント･カトリックの教派間比較にし

ぼって報告する。また､それらをアメリカのキリスト教信者とも比較することによって､より明瞭に日本にお

けるキリスト教信者の特徴を描き出している。

意義

本発表の意義は大きく分けて以下の２点にある。

１．海外、特にアメリカを中心に宗教性をめぐる計量的研究は盛んにおこなわれている。その成果
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2．

をとりいれた本格的な計量研究である。

国際比較という視点の重視。日米の社会的背景もふまえた宗教性と社会意識についての比較

社会学的試論としての意味も持つ。

方法

実際に阪神地域のキリスト教信者に独自調査｢キリスト教徒の宗教性と社会意識に関する調査｣を行

なった｡プロテスタント(改革･長老派／組合派／メソジスト／ペンテコステ派)およびカトリックの９つの教

会に対し､計９１０票のアンケート用紙を配布し､回収数は493票､回収率は54.2％であった｡そのデー

タについて、計量的な分析を行なうとともに､GeneralSocialSuIveysなどの２次データも用いて、アメリカ

のキリスト教信者との比較を行なった｡なお、調査票の質問項目は大きく４つに分かれている。主に

GeneralSocialSurveysと同一のものを､宗教と社会意識に関連する項目について取り上げた６

１．基本的属性:年齢､性別､学歴､婚姻､職業､収入

２．宗教的属性:教派､入信時期､入信年齢､家の宗教など

３．宗教意識と宗教行動:礼拝出席､祈りの頻度､聖書を読む頻度など

４．社会意識:道徳意識､中絶･死刑制度･安楽死についての意見､政治意識など

分析

本発表では､独自調査データをもとにプロテスタント信者とカトリック信者について両者の類似点･相

違点を分析し､その傾向を考察している｡また､それがアメリカにおける教派間の差異と、どのように対

応しているのかを詳細に比較･検討している。

その内容としては､大きく分けて①年齢･性別･学歴などの属性的な側面(日本ではどのような階層の

人々がキリスト教を信仰しているのか)､②宗教性の側面(日本のキリスト教信者は､アメリカの信者と共通

した信仰を持つのか等)､③中絶･死刑制度についての意見､性別役割意識などの社会意識の側面(日

本のキリスト教信者の宗教意識は日常的な社会意識にどのように反映しているのか､それはアメリカの

信者とは異なるのか等)の３点について多変量解析を試みている。

結果については、当日の発表において報告する。

[B3］「宗教リテラシーのために－宗教教育への一展望一」

林貴啓(京都大学大学院人間･環境学研究科博士課程）

いま日本の宗教教育に求められるものは、「宗教｣を広義に理解することを通じて、宗教への｢関心」

を呼び起こすことにあるのではないか。

多くの日本人にとって、「宗教｣といえば基本的に制度宗教､創唱宗教のことである。そのうえで｢宗

教｣を敬遠する態度をとるのが典型的だといえよう。とくに若者のあいだでは、「宗教｣といえばむしろ新

宗教､場合によってはカルトが連想される向きさえ強い。
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[B4］「脱会の条件一脱会カウンセリングと自発的脱会一」

猪瀬優理(北海道大学大学院文学研究科社会システム科学講座博士課程）

人がなぜ入信するのか､という問題は宗教に着目する社会科学研究のなかで長らく議論されてきた。

その一方で､脱会に関する注目は少なかった。しかし、入信プロセスに関する研究が進む中で､入信と

いう行為は一度入信するとその考えが永久に変わらない不可逆的なものではなく、脱会の道へ進む可

能性のあるものとしての認識も出てきた｡本発表では、「入信｣を宗教集団のパースペクティブと出会い、

受容するまでの直線的な過程として捉えるのではなく､パースペクティブの受容と拒絶の間で揺れ動く

過程として捉える｡この揺れ幅が受容の方に振れれば教団成員としてのメンバーシップは継続し､拒絶

の方に振れれば教団からの離脱が促されることになるだろう｡宗教集団のパースペクティブに触れた行

為者はそれを受容するか否かの選択を迫られる。どのような条件で受容あるいは拒絶することを選択す

るのであろうか｡脱会の研究はまず､デイプログラミングあるいは保護説得による脱会カウンセリングの問

題として取り上げられたが、次第に自発的に脱会する人々へと関心が移ってきた｡このような先行研究

では、脱会カウンセリングによる脱会と自発的脱会による脱会との差異が示されている。たとえば

Wright[1984]は､脱会カウンセリング経験者が教団内での経験を否定的に述べるのに対して、自発的な

１
１
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だが宗教を制度的なものにとどめず､むしろ広義に、広範に理解する見地も、宗教学においては有

力である｡たとえば実体的な｢宗教｣とは区別して理想へ向かう態度としての機能的な｢宗教的なもの｣を

示したデユーイの立場や､宗教の根本を｢究極的な関わり｣にみたティリッヒなどの立場は､その代表的

なものといえる。「制度･組織への関与｣に限られない｢経験｣｢生き方｣｢関心｣のレベルで､こうした広義

の宗教概念は考えられているといってよいであろう。

このように宗教を広義に理解するかぎり､組織宗教にコミットしない人々にとっても｢宗教｣は他人事な

らざるものとなり、どんな態度をとるにしても、各人にとって｢自分自身の問題｣という性格を帯びてくる。

宗教教育において､こうした広義の宗教概念を普及､定着させることで､若い世代にも､宗教を自分自

身の問題として受け止め、考えるという態度、関心を呼び起こすことも期待できるのではないだろうか。

関心を呼び起こすことに努めつつも、宗教に対してどんな態度をとるかはあくまで各人の判断に委ねる

立場にとどめるならば､直接｢宗教的情操の梱養｣を目指す立場に比べて､異論の余地は少ないものと

思われる。

他宗教､特に異文化の宗教への理解を深めることをめざす｢寛容教育｣や､危険なカルト宗教への予

防措置としての｢安全教育｣などといった宗教教育の諸次元も､宗教はあくまで自分自身の問題でもある

という姿勢が確立できていれば､より効果的なものになるに違いない。

宗教は｢自分の問題｣でもあるという積極的な関心を踏まえて､さまざまな次元にわたる宗教への知

識･理解を持つこと､そして自らの態度において主体的な判断を下せること－こうしたことを｢メディア･リ

テラシー｣などにならって｢宗教リテラシー｣と名づけるならば､この｢宗教リテラシー｣の確立が、宗教教

育の目標として求められる､といえないだろうか。



脱会者は教団での経験は無駄ではなかったと語る傾向があることを指摘している。しかし、同じ脱会とい

う行為である以上そのプロセスや条件に関しては何らかの共通項があるはずである。本発表では、入

信･脱会という行為を教団内外の情報との親和性の程度､および教団内外との人間関係の強弱といっ

た点に着目する。これをガイドラインとして､脱会カウンセリング経験者と自発的脱会者との間の異同、

および脱会の条件についてのモデルを提示してみたい｡対象とする教団は､ものみの塔聖書冊子教会

である｡この時､注目されるのは、自分で入信を自律的に決定したわけではなく、親の信仰を受け継ぐこ

とを要請された二世信者である｡脱会した二世信者の多くは自発的脱会者であるが､彼らは自発的に

入信を選択したわけではないため､Wright[1984]が指摘したような積極的な意味付けを過去の信仰に

与えられる前提条件に乏しい｡また､近年のインターネットの普及により､インターネット上で流れる協会

に関する情報が自発的脱会者に与える影響力が高まってきている｡特に二世信者に顕著である。

調査によって､協会から離れた時期と外部情報(インターネット､書物他)に触れた時期とのズレがあ

るかないかで､その情報の使われかたや彼らの抱えている問題に大きな違いが出てきていることがわか

った｡ある自発的脱会者は､そのプロセスを追ってみれば脱会カウンセリングと同様の展開を見せてい

ると考えられるし､別の自発的脱会者はそれとは全く異なる脱会のプロセスを歩んでいることを指摘でき

るのである｡インターネットや外部者の書物など教団外部の情報の存在と､掲示板やメーリングリストを

通じて択られる教団外(元信者)とのコミュニケーションの存在に着目することの意義はここにある｡本発

表では､脱会のために有益な情報にどの段階で触れたかによって､脱会のプロセスや脱会に必要とな

る条件が異なることを指摘したい。

附記：

本発表の前提となる発表としては､昨年１１月に行われた日本社会学会での発表(｢脱会プロセスにおける外部情報の効果一イ

ンターネット情報の利用｣)、および､２００１年３月に行われた｢インターネットと宗教｣プロジェクトが開催した研究会での発表(｢情

報の形態による利用と効果の違い一脱会に与える影響｣)がある｡本発表は､これらの発表を発展させたものである。日本社会学

会発表で作成した｢脱会プロセスモデル｣は､脱会の条件や段階の設定が混乱した不十分なものであり､修正が必要であったが、

３月の発表ではこの部分を発展させることはできなかった｡また３月の発表の内容は､掲示板やメーリングリスト､テキスト情報の提

供という情報形態の違い(あるいは提供しているコミュニケーションの程度)によって､脱会にむけてどのように異なった効果をもた

らしているのかを不十分ながら示したものであり､本発表で意図している課題とは異なる論点での発表であったp本発表では､特

に脱会条件の抽出に論点を絞って議論したいと考えている。
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ワーク'３ﾝヨッフ。

1．「宗教が創り出す新しい紳」

発表者:各人20分十質疑応答10分

辰巳頼子(上智大学大学院､フィリッピン:イスラーム）

塩月亮子(日本橋学館大学､沖縄:ユタ）

渡辺雅子(明治学院大学、日本･ブラジル:新宗教）

土佐桂子(神戸大学､ミャンマー:ウェイザー）

三尾裕子(東京外国語大学､台湾:道教）

足羽興志子(一橋大学､スリランカ･中国:仏教）

コメンテーター:各人１０分

石井研士(国単院大皐)、島村恭則(国立歴史民俗博物館)、

中牧弘允(国立民族学博物館)、山中弘(筑波大学）

総合司会

鈴木正崇(慶雁義塾大学)、吉原和男(慶雁義塾大学）

趣旨：

現代社会の大きな変化に伴い､人々の動きが極めて流動化し､それに伴って人間同士を結びつける

社会的な鉾の在り方も大きく変貌しつつある｡移民､難民､ディアスポラ､ＩＴ革命など､こうした社会の動

きに連動して宗教はいかなる働きや役割を果たすのか､或いは宗教を利用したり読み変えたりしながら

人々はどのような結びつきを再構築しようとしているのか､いわゆる伝統宗教の意味世界は社会関係と

どのように切り結ぶのか等、２１世紀における｢宗教と社会｣の相互関係を問うのが、本ワークショップであ

る｡特に､アジア地域の比較を焦点としている。

幾つかの問題提起を行うと以下のようになろう。

1．紳の多様化

人々を結びつける緋を挙げると､血縁､地縁､知縁､社縁などがあげられよう。現代では非選択縁か

ら選択縁へと比重が移行する傾向が顕著である｡ここに宗教がどのように関わるのか｡あるいは非選択

縁をどのように再構築するのかを機能面から問う。

2．宗教と非宗教のはざま

宗教が現代社会の中で大きく役割を変え、擬似宗教あるいは霊性運動などが人々のネットワークを
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作り変える機能を果たしつつある｡それを宗教という西欧的な概念枠組に限定せずに把握しつつ､現代

社会に新たな意味世界を構築する媒体となって社会的な紳を創り上げる動態を問うことも考慮する。音

楽や映像などの果たす越境性の高まりと宗教の結びつきや､宗教への感受性の世代間ギャップの拡大

も重要かもしれない。

3．男性と女性の関係と社会

男性と女性が異なる宗教世界に関わり､相互関係を保つ事例がある｡伝統中国や朝鮮など父系出自

が卓越する社会では､男性は儒教､女性は歴俗とする二重構造論が提唱されてきた｡果たしてこの議

論は現代で受け入れられるのか｡また､双系社会ではどうなるのか､母･妻･娘などの地位･役割や､そ

の象徴性･社会性を問う方向性もある｡また､男性の出家者が重んじられる社会での女性宗教者の位置

(尼僧など)も問題となろう。男縁と女縁の違いや､そのグローバル化の様相に焦点をあてる。

4．民族誌や事実の面白さ

自己のフィールドでの体験を基盤として､事実の面白さや重みを伝え､そこから構築される独創的な

話しを期待したい｡事実と理論を橋渡しする過程を問う｡但し､題材としては女性を直接的に取り上げた

り、女神のみを焦点にすることを条件とはしない｡過剰な期待は禁物だが、生活の中の日常性との関わ

りの度合いから､女性の視点による物の見方の多元性を提示出来るかもしれない。

5．男性と女性の見方の差異

フェミニズムやジェンダーについての議論を直接には意図しない｡民族誌の多くが男性研究者の視

点が書かれる事が多く､その偏見を乗り越える試みを女性発表者に期待したい｡男性には見えない､よ

くわからない､女性のみが見える紳(逆も言える)があるかもしれない｡男女の縁の作り方が異なるのかど

うか｡特に､イスラームにはパルダー(男女隔離)があり、現代社会でどのように変容していくのかが問わ

れる｡発表者を女性6人､コメンテーターや司会を男性6人から構成して討論して､新しい見方を探る。

2．「日本社会とキリスト教」

司会:孝本貢、秀村研二

コメンテーター:マーク･マリンズ､磯岡哲也。

本ワークシヨップは､９９年６月から2年間にわたって取り組まれた同名のプロジェクトを閉じるにあたり、

その成果報告と最終的総括を目的として開催するものである。

プロジェクト「日本社会とキリスト教｣は､教義レベル･思想レベル･個別教会史レベルの研究に偏りが

ちであった従来の｢近代日本キリスト教研究｣に対して､本学会の特性を生かした新たな研究領域の発

掘や､視座の確立をめざして企画された｡そこでは､神学､歴史学､宗教学､社会学､民俗学､心理学、
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といった各自の学問的枠組みを生かしつつも、むしろそうした既成の学の視角や問題設定では捉えき

れなかった対象やテーマに光を当てることが目標とされた｡そして、近代日本の歴史的･社会的･文化

的文脈に即して､キリスト教の教義･理念･儀礼等が､個々の聖職者や信徒／未信徒にどのように受けと

められ､理解され､実践されたか(されているか)という具体相を､丹念に検討した実証研究を蓄積して

いくことを、当面の課題とした。

今回のワークショップでは､これまで研究会に参加できなかった会員の方々にも成果を報告し､幅広

く批判や助言をしていただき、次の新たな研究の進展に役立てたい。

午前の部

○問題提起池上良正

○発題１川又俊則｢『日本社会とキリスト教』の研究史」

本発表では､本プロジェクトの目的の一つだった先行研究の整理を試み、文献目録を提出する｡森

岡清美がそれを行ってから30数年経つが､研究者の層の薄さや関心の偏りなどもあり、進展した分野も

あるが､多くの課題が残されていることは､すでに何回かの研究会で議論されている｡それをもう一度、

発表者の観点で整理し直す｡いわゆる社会学的な立場からの研究や思想史などの研究における｢問題

意識･研究対象･得られた成果｣を個別にまとめ､さらにそれらを分類して提示する。

○発題２－色哲｢地域と教会一近代日本キリスト教研究の批判的検討」

本発表は､キリスト教史の視点から従来の近代日本キリスト教研究の批判的検討を行う。具体的には、

明治初年のリヴァイヴァルという平信徒を中心にわき起こった運動等を題材にして､キリスト教の土着化、

キリスト教を受容した階層、分析枠組みとしての教派･教団等について再検討を行う｡そして､教会の建

つ地域が直面する｢難儀｣を克服し、同時代に生きる地域住民とともに自らの生活の場で生じた問題の

解決を試みた平信徒たちの営為を通して､同研究に問題提起を行う。

○フロアを交えての討論

午後の部

○発題３佐藤壮広｢キリスト教専門紙にみる日本社会とキリスト教」

日本におけるキリスト教信仰者の人口は約１％である。しかしその諸派の活動は、人権､差別、開発

援助、宗教間対話､反戦と平和、靖国参拝、日の丸･君が代､カルトの諸問題等々、社会のさまざまな

動きに敏感な対応を行うという特徴をもつ｡発表では､新聞記事データベースを利用してキリスト教専門

紙の記事内容を参照しつつ､その社会的取り組みの諸相を紹介し、日本社会におけるキリスト教の今日

的な位置づけを探ってみたい。

○発題４尾本久美「日本のペンテコステ派教会について－東京都Ｋ教会のばあい」
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ペンテコステ派またはカリスマ派とよばれる、聖霊体験を重視するキリスト教のグループは、近年､世

界の各地でめざましい展開をみせている｡本発表では、日本における聖霊運動の受容と展開、または

その実態について､あるペンテコステ派教会を事例として､とくに信者レベルでの入信過程･活動に注

目しつつ､考察してみたい｡まず､歴史･組織･活動について紹介し､次いで信者へのインタビューや質

問紙による調査から得られたデータを手がかりにして､現代日本のペンテコステ派の担い手たちについ

て､その特徴を明らかにしていきたい。

○発題５待井扶美子「日本人クリスチャンの墓地継承問題」

死後､キリスト教的に葬られたいと希望するクリスチャンは多い｡そのため、多くのキリスト教会が専用

墓地(納骨堂も含む)の確保に努めている｡しかし､家族員の一部のみがクリスチャンであることの多い日

本の現状下では､たとえ教会墓地を造成できたとしても､未信者の家族との関係で円滑な墓地運営が

困難となる場合が生じてくる｡本発表では､墓地造成から30年以上経つ、八戸キリスト教霊園と盛岡キリ

スト教合同墓苑の利用状況の変遷に着目しながら､教会墓地が信徒にもたらすﾒﾘｯﾄとヂﾒﾘｯﾄについ

て､具体的事例を提示しつつ報告する｡その際､特に未信者の家族との間に生じる葛藤や軌蝶に対し、

信徒や教会はいかなる対応策を見出してきたのかという点に注目したい。

○発題６小川順敬｢福音派の中の｢沖縄｣一一沖縄の伝道集会を通して見た」

日本の福音諸派が沖縄のキリスト教に向ける関心は高い｡沖縄で頻繁に開催される伝道集会は､沖

縄の教団･超教派伝道団体の主催だけでなく、全国規模であることも多い｡そういった集会の際に､本

土のキリスト教教職者が積極的に沖縄に出向き、伝道活動の場を広げようとする。本発表では、沖縄と

いう｢場所｣をめぐる福音諸派の伝道活動の一端を紹介し､福音諸派の沖縄に対する位置付けを考える

ことにしたい。

○フロアを交えての討論

3．「新・宗教研究の課題と展望」

趣旨：

本ワークショップは､特に｢宗教概念｣｢方法論｣そして｢カルト問題｣に焦点をあて､現代の宗教研究が

どうあるべきなのかを､多角的に論じようとするものである。

現代､宗教概念は揺らぎ､霊性という言葉も多用されるようになってきている｡一方で､いわゆる｢カル

ト問題｣も広く社会に認識されつつある｡新霊性運動とカルトの両極に代表されるこうした動きに対し､宗

教研究のアプローチは､どのように刷新されていくべきなのだろうか。

いま、世界の宗教社会学研究においても、合理的選択理論の是非や"宗教研究のパラダイム･シフ

ト,，が論じられている。また、カルト･反カルト問題や､ある種のファンダメンタリズムにみられるように、社
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会的葛藤が宗教現象を｢構築｣するような文脈が目に留まり、広く論じられるようになってきた｡それらを

我々はどう受けとめて､現代宗教の分析に適用していくべきなのだろうか。

これからは、単なる教団研究をこえ、当事者の意識や語りに即して､共同性や信仰生活を記述･分析

することも必要であろう｡その際には､どのような問題点があるのだろうか。

そして､オウム以降、日本においても問題化しつつあるカルトや､そのもうひとつの当事者としての反

カルト運動に対して､我々研究者はどのような研究上の困難を抱えているのだろうか｡また､その打開策

はあるのだろうか。

現代宗教の研究は､これまでなされてきた｢新宗教研究｣の単なる延長線上にあるのではなく、方法

論の上でも対象把握の上でも､それを克服しなければならない面が多い｡たとえばサブカルチヤーの隆

盛やアイデンティティ･ポリテイクスの広がりをも視野に入れつつ、「現代｣および現代における｢宗教性あ

るいは霊性｣を捉える方法が必要なのだ。

ワークショップ当日午前の報告では､宗教概念の規定､現代宗教の状況的特異性､またいくつかの

理論枠を検討し､議論の土台を提供する｡午後は､より個別、具体的な事例研究によって､豊かに現代

宗教の様態を描き出しつつ､研究におけるアプローチの問題を中心に議論する予定である。いわゆる

先進諸国における｢(近)現代｣の｢新･宗教研究｣のワークショップとして､学会に広く問題提起したい。

報告者：

午前の部司会:小池靖(日本学術振興会）

１０:00-10:10趣旨説明

１０:10-10:3５前川理子(東京大学)｢宗教｣／｢宗教｣でないもの－明治の｢倫理的宗教｣論争－

１０:35-11:0０伊藤雅之(愛知学院大学)宗教･宗教性･霊性研究の地平－なぜいま｢当事者性」

なのか？－

１１:00-11:2５岩井洋(関西国際大学)宗教経済学と宗教研究の可能性

１１:25-12:0０討論デイスカッサント:葛西賢太(上越教育大学）

午後の部司会:大谷栄一(国際宗教研究所）

13:30-13:5５樫尾直樹(慶雁義塾大学)民俗／民族宗教論の課題一フランス･MAHIKARIに

見るジャーゴンと感情の分有-

13:55-14:2０菊池裕生(上智大学)物語と自己一インタビューという相互行為場面に着目して-

14:20-14:4５弓山達也(大正大学)カルトをめぐる｢当事者性｣－地域住民とそれを調査する

「私｣にスポットをあてて－

１４:45-15:0０休憩

１５:００－１５:２５

１５:２５－１６:３０

樫井義秀(北海道大学)｢カルト｣調査研究の課題

総合討論司会:芳賀学(上智大学）ディスカッサント:深濯英隆(一橋大学）
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ン
テ
ィ
テ
ィ

宮
永
園
子
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
で
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の

選
択
肢
と
し
て
宗
教
が
あ
ら
わ
れ
る
様
相
を
描
く
一
一
三
○
○
円

神
Ｌ

と
い
う
謎
宗
教
哲
学
入
門

上
枝
美
典
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
つ
つ
分
析
的
宗
教
哲
学
の
定
石
を

平
易
に
解
説
す
る
宗
教
と
哲
学
の
た
め
の
十
章
一
一
○
○
○
円

民
俗
宗
教
を
学
ぶ
人
の
た
め
に

山
折
哲
雄
・
川
村
邦
光
編

宗
教
の
根
源

棚
次
正
和

一
九
○
○
円

祈
り
の
人
間
論
序
説

二
五
○
○
円

宗
教
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

中
野
毅
・
飯
田
剛
史
・
山
中
弘
編

二
一
一
一
○
○
円

京都市左京区岩倉南桑原町５６冠075(721)6506
http://wwwsekaishisoshacojp〈消費税別＞②世界思想社
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日本人は何を信仰してきたのか

日 本の錨
神仏の辞典

大島建彦

薗田稔

圭室文雄

山本節

[編］

蕊と琴
瀞院

神道、仏教、民俗信仰、修験道、道教･陰陽道、キリシ

タン･キリスト教、新宗教、アイヌ民族の信仰、奄美沖

縄の信仰一。諸宗教のジャンルを超えて、神と仏･神

社･寺院･霊山から、宗派･教団や民間のはやり神･妖怪

に至るまで、あらゆる信仰の対象を見出しに立て、的確

･簡明に解説。何よりも日本人の生活に即した、さまざ

まな信仰の実態に迫る。全２万項目。

こヨ攻はこらへｔｅ．４１
●●●

Ｂ５判・上製・1400頁

本体予価２２，０００円

東
京
堂
出
版

〒
一
○
一
’
○
○
五
四
Ｔ
Ｅ
Ｌ
○
一
一
一
（
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
）
一
一
一
七
四
一

東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町
三
ノ
セ
Ｆ
Ａ
Ｘ
○
一
一
一
（
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
）
一
一
一
七
四
六

宗

で

ｌ
特
集
・
二
一
世
紀
の
宗
教
Ｉ

0０Ｚ
（
創
刊
号
）

今
国
際
宗
教
研
究
所
編
集
今
Ａ
５
判
一
一
六
八
頁
患
本
体
一
三
○
○
円

■
現
代
社
会
に
お
け
る
宗
教
の
役
割
を
確
か
な
情
報
の
下
に
と
ら
え
直
し
、

国
内
外
の
、
宗
教
が
か
か
え
る
問
題
や
可
能
性
を
提
起
す
る
。
年
一
回
発
行
。

■
創
刊
号
は
、
対
談
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
社
会
と
仏
教
」
「
現
代
宗
教
と
女
性
」
を

は
じ
め
、
佐
々
木
宏
幹
「
仏
教
教
団
と
葬
祭
儀
礼
」
、
島
薗
進
「
地
域
に
根
ざ
し
た

宗
教
は
可
能
か
？
」
、
石
井
研
士
「
統
計
に
現
わ
れ
た
日
本
人
の
宗
教
性
の
現
状
」
、

臼
杵
陽
ヨ
ダ
ャ
教
と
原
理
主
義
の
未
来
」
な
ど
十
論
文
を
掲
載
。

一
画
一
ケ
‐
９
】
一
一
一
一
一
ヶ
。
Ⅱ
》
二
一
一
一
壷
辱
◇
Ⅱ
〕
二
二
』
』
”
ア
。
塑
一
■
一
一
■
ア
。
凶
一
一
一
一
』
一
〃
。
Ｑ
○
一
》
一
一
ア
６
０
“
二
一
草
一
一
Ｆ
．
９
今
二
一
■
ロ
ー
ワ
グ
ｂ
０
４
二
一
■
』
ロ
マ
ケ
０
．
“
二
二
画
ロ
マ
ワ
‐
も
画
一
一
画
ロ
ワ
Ⅱ
基
一
一
』
■
Ｆ
‐
も
】
二
一
幸
■
』
ワ
．
拍
塑
一
■
■
唾
ロ
ア
も
ｚ
二
国
一
毎
ワ
．
‘
塑
昼
画
壷
■
ア
・
も
今
一
国
一
一
■
一
Ｆ
・
も
○
二
二
一
■
一
ア
‐
８
つ
一
一
』
』
｝
》
ｒ
、
少
二
』
ニ
ロ
ア
。
，
。
二
二
一
四
一
コ
”
《
．
ご
《
｜
■
室
壷
ア
。
轡
二
一
一
ｍ
ご
ケ
ｆ
も
〕
一
一
一
垂
軍
一
Ｆ
ｏ
官
一
一
一
一
ｐ
ｐ
０
Ｑ
ｖ
二
口
一
』
一
香
“
。
〕
ニ
ニ
ロ
画
一
マ
グ
。
｜
コ
ニ
一
一
一
一
ヶ
グ
ー
＄
ウ
ニ
・
・
一
ケ
〃
・
も
ロ
ー
一
画

精
神
世
界
の
ゆ
く
え
Ｉ
現
代
世
界
と
葵
性
運
動
Ｉ

､溌蕊蕪諏’

島
薗
進
著
四
六
判
四
一
○
頁
今
本
体
一
一
八
○
○
円

一
九
八
○
～
九
○
年
代
に
か
け
て
宗
教
や
近
代
合
理
主
義
を
超
え
た
第
三
の
道
を

め
ざ
す
精
神
文
化
の
潮
流
が
世
界
的
な
規
模
で
台
頭
し
て
き
た
。
「
新
霊
性
運
動
」

と
し
て
著
者
が
と
ら
え
る
こ
の
運
動
の
全
体
像
と
可
能
性
・
問
題
点
を
探
る
。

墓
と
葬
送
の
現

|藤蕊翻

今
，
▲
△

－な

ノ

ｌ
祖
先
祭
祁
か
ら
葬
送
の
自
由
へ
Ｉ

森
謙
二
著
四
六
判
三
一
一
八
頁
今
本
体
一
一
八
○
○
円

家
族
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
死
者
の
祭
祁
や
墓
地
が
「
家
」
の
変
容
や
少
子
化

に
よ
り
継
承
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
墓
地
問
題
の
核
心
を
衝
く
。

日
本
民
俗
宗
教
辞
典
佐
々
木
宏
幹

宮
田
登
監
修

山
折
哲
雄

Ｂ
５
判
六
七
六
頁

本
体
一
九
○
○
○
円

ｒ
一



日本宗教史大晶濡i餓鯛

研究文献目録２１３綿
1987～97年に発表された日本宗教史に関する文献

約１万3000タイトルを，時代別・執筆者別に収録．

聴耀雫i瀞
1971～87年に発表された日本宗教史に関すＺＸ献
約１万タイトルを，時代別・執筆者別に収録．

祈願祭iii巳習俗の
文化史，000号諦蕊側冒
文献史料や考古学の発掘成果を援用しながら，神
・仏への祈りや記りの習俗文化を明らかにする．

蕊糞蝋綱JI1黒
古代・中世に息づいていたくまじない習俗〉の実
態を，考古資料や日記・記録から明かにし，併せ
て現行習俗にみられるまじないの諸相を探ぐる．

羽黒修験その歴史と峰入
宮家準著2000.１０刊／Ａ５判･286頁／5900円

史実に即した羽黒修験の通史を，地方組織の展開

も考慮に入れて論述し，秋の峰と松例祭の調査分

析を試みる．併せて外国人による修験研究を紹介．

薬師信仰窯雛父ら
西尾正仁署2000.１０刊／Ａ５判･390頁／7400円

御影史学研究会民俗学蚕書１３除病安楽の仏とさ

れる薬師．その信仰を各時代ごとに取りあげ，民

間説話とそれを持ち伝えた人々に焦点をあてる．

一遍の宗教と

その変容，000謡瀕象鵬
賦算札がなぜ全ての人々を救えるのか，また中世

最大の浄土教団がなぜ近世に大きく変容するのか．

法然浄土教調禰

成立史の研究Ａ５判i綿
成立期の法然の専修念仏教団が遭遇したｒ念仏停

止」を通し，その背景に念仏ヒジリの姿を捉える．

し岩田書院
〒l57-0062東京都世田谷区南鳥山4-25-6-103【価格は税別】
ＴＥＬ:03-3326-3757ＦＡＸ:O3-3326-6788http:〃ｗｗｗ１ｗａｔａ､shoincoJp

神なる王/皿女/神話
高橋統一著2000.05刊／Ａ５判･152頁／2400円
〈人類学から日本文化を考える〉神なる王（フレ

ーザーと折ロ信夫）／厘女の文化／通過儀礼と年

齢階梯制／神話と神社をつなぐもの(石見と紀伊）

ミッション・スクール

とは何か，0001;鱒W圏§鵬
〈教会と学校の問〉アンケート調査などをもとに，
伝道と教育の問題を，宗教社会学の視点で捉える．

巡礼論集Ⅱ琴鯉究の
巡礼研究会裏2000.04刊／Ａ５判･202頁／3800円

仏の旅・人の旅／熊野本願聖の巡歴／百三十六部

妙典の回国納経／巡礼と順礼／巡礼歌の性質／平
成の西国巡礼／古代アンデス巡礼／ドイツの巡礼

生死の民俗
井之口章次著2000.09刊／Ａ５判･290頁／5900円

名著ｒ仏教以前』以来，一貫して日本の葬式や璽

魂信仰を研究してきた著者の業績を,｢葬儀の民俗
学｣r生死の信仰・俗信」の２部に分けて収録．

藤野保編集代表岩崎卓也・阿部猛・峰岸純夫・鳥海靖編集
Ａ５判872頁本体23000円（53011-0）

精選した用語と世界史を視野に入れた最新の解説で日本歴史を傭鰍。時代概説と用語解説で，歴
史の展開過程がわかるように構成。時代情況に適切な写真・図・表で史料集としても最適

く井上ひさしの読書眼鏡＞

『日本史事典」（朝倉書店刊)は歴史の展開過程を小さく区切って，まず，簡略に説明してから，その理解に必要なこと
がらを事典式にくわしく書いています。たとえて云えば，教科書と歴史事典を上手にミキサーにかけたようなつくり。
〈……また，ＧＨＱの手で旧戦争指導者が戦争犯罪人として逮捕され，最高責任者がＡ級戦犯として連合国側の極東国
際軍事裁判により処刑された｡＞このように東京裁判を大雑把に掴み上げておいてから，しばらくあとに，九百字を費
やして，この裁判の功罪を詳しく説いています。知識をもっているだけでは，単なる物知り。これらの知識をうまく
組み合わせて，なにかもっとましな知恵を産み出したい。そこで，この種の事典か必要になる。まず，概説的説明で，
アタマの中の知識をきちんと区分けして文脈をつくり，つぎに事典的説明で，区分けした知識の一つ一つを丁寧に磨
き上げようというわけです。（読売新聞2001年２月２５日「本よみうり堂」より抜粋）

国立歴史民俗博物館監修Ｂ４判２１２頁オールカラー版本体28500円（53012-9）

●国立で･唯一，歴史と民俗を対象とする国立歴史民俗博物館(通称・歴博)の主要な収蔵品を掲載
●大判のオールカラーの写真と斬新なレイアウトにより，見るだけでも楽しい画面を作成
●簡明平易で魅力ある解説文により，歴史と民俗の新しい世界への誘い

●巻末には使用した資料の詳細なテータを付記

＊本体価格は消費税別です

回朝倉書店鵜翻綱:脳卿零『書籍達文…オ
（ＩＳＢＮ)は4-254-を省略
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中
国

東
北
部

朝
鮮
族
の
民

上イ
文
部
省
出
版

助
成
金
刊
行

中
国
東
北
部
朝
鮮
族
民
俗
文
化
調
査
団
（
代
表
一
竹
田
旦
）
編
Ａ
５
判
／
四
四
○
頁
／
定
価
一
八
○
○
○
円

中
国
東
北
一
一
一
省
に
居
住
す
る
一
九
○
万
人
朝
鮮
族
の
民
俗
文
化
を
日
・
中
・
韓
三
国

の
国
際
調
査
団
が
幅
広
く
調
査
、
報
告
す
る
、

日

巳
一

ｍ
の

比

竹
田
旦
著
四
六
判
／
一
一
一
三
○
頁
／
定
価
四
、
○
○
○
円

沖
純
の
祖
先
祭
祁
か
ら
発
し
て
韓
国
・
中
国
朝
鮮
族
の
調
査
を
進
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

異
同
を
追
究
し
て
日
韓
両
国
に
お
け
る
社
会
・
文
化
の
特
質
を
比
較
す
る
。

シ
ヤ
ー
マ
ー
ー

ム
と
そ
の

ｂ

nJノ

棲
井
徳
太
郎
編
著
Ａ
５
判
／
三
五
八
頁
／
定
価
九
、
○
○
○
円

一
現
代
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
行
方
ｌ
そ
の
情
勢
と
動
向
（
樫
井
徳
太
郎
）
一
一
霊
媒

と
予
言
者
の
あ
い
だ
（
佐
藤
憲
昭
）
三
シ
ャ
ー
マ
ン
（
皿
者
）
と
成
皿
過
程
（
谷
口

貢
）
四
「
女
皿
」
と
御
皿
・
宮
人
（
義
江
明
子
）
五
善
光
寺
に
お
け
る
神
仏
交
渉
に

つ
い
て
（
小
林
敏
男
）
六
祖
師
信
仰
の
一
側
面
（
長
谷
部
八
朗
）
七
北
海
道
の
民

俗
宗
教
に
関
す
る
一
考
察
（
森
雅
人
）
八
木
曽
御
獄
講
の
御
座
（
牧
野
員
一
）
九

盲
僧
と
シ
ャ
ー
マ
ン
（
高
見
寛
孝
）
さ
富
士
山
噴
火
に
よ
る
甲
斐
国
八
代
郡
浅
間

神
社
の
創
建
（
菅
原
征
子
）
一
一
歌
舞
音
曲
と
霊
魂
観
念
（
加
藤
正
春
）
三
キ
リ
ス

ト
教
回
心
談
の
な
か
の
カ
ミ
ダ
ー
リ
ィ
（
小
川
順
敬
）
三
韓
国
に
お
け
る
亡
霊
結

婚
の
性
格
に
関
す
る
考
察
（
安
田
ひ
ろ
み
）
西
韓
国
一
仏
教
寺
院
の
素
描
（
大
野
祐

三
一
室
日
本
人
の
他
者
と
し
て
の
童
乱
（
杉
井
純
一
）
一
六
現
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
け

る
民
俗
宗
教
研
究
の
特
徴
（
内
山
明
子
）
一
七
ネ
オ
・
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
論
の
問
題
点

（
佐
々
木
宏
幹
）

北

の

●

門
中
●

村

原
淳
・
安
和
守
茂
共
著
Ａ
５
判
／
三
一
一
一
六
頁
／
定
価
一
一
一
、
○
○
○
円

門
中
（
も
ん
ち
ゅ
う
）
と
村
落
の
双
方
の
単
位
を
な
す
家
（
や
－
）
の
軟
硬
併
存
の
構
造

に
迫
り
、
や
－
を
基
礎
と
す
る
門
中
が
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
類
似
組
織
と
異
な
り
、
沖

純
人
独
自
の
社
会
学
的
構
成
物
で
あ
る
と
い
う
新
解
釈
を
試
み
る
。

ｂ

●Ｉ
と

の

と

上イ

沖
縄
・
韓
国
比
較
社
会
文
化
研
究
会
編
四
六
判
／
二
九
六
頁
／
定
価
一
一
一
、
八
○
○
円

沖
縄
、
韓
国
全
羅
南
道
お
よ
び
済
州
島
の
三
地
点
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
、
社
会
組
織
、

祖
先
祭
祁
、
民
間
信
仰
、
綱
引
き
儀
礼
、
民
話
を
調
査
し
、
共
通
点
、
相
違
点
を
抽

出
す
る
と
と
も
に
、
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
分
布
、
個
別
形
態
お
よ
び
そ
の
変
容
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

日

の
中
の
百

上イ
師
走
祭
り
と

鬼
室
神
社
を
中
心
に

任
東
擢
著
／
竹
田
旦
訳
四
六
判
／
一
一
九
六
頁
／
定
価
一
一
一
、
五
○
○
円

日
向
に
逃
れ
た
百
済
王
族
の
一
家
が
年
に
一
度
出
会
う
「
師
走
祭
り
」
。
近
江
に
も
百

済
か
ら
渡
米
し
た
王
族
を
祁
る
鬼
室
神
社
が
あ
る
。
丹
念
な
実
地
調
査
に
基
づ
き
異

色
の
比
較
文
化
論
。

上イ

明
治
以
降
を

中
心
と
し
て

塚
田
誠
之
著
四
六
判
／
一
一
三
六
頁
／
定
価
四
、
○
○
○
円

中
国
少
数
民
族
の
な
か
で
も
最
大
の
人
口
を
も
つ
壮
（
チ
ワ
ン
）
族
、
そ
の
文
化
を
ふ

く
む
歴
史
に
つ
い
て
は
従
来
断
片
的
に
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
歴
史
民
族
学

の
方
法
を
駆
使
し
て
壮
族
の
文
化
史
の
全
貌
の
解
明
に
迫
る
。

朝
鮮
の

ｂ画

ワー

ー

ーＩ
｡

Ｌ

■ワ

め
る

司
二
間

朝
鮮
総
督
府
中
枢
院
調
査
課
編
復
刻
版
一
一
一
○
○
部
限
定

Ａ
５
判
／
二
四
四
頁
／
定
価
八
、
○
○
○
円

古
代
よ
り
徳
川
時
代
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
カ
ラ
、
ミ
マ
ナ
、
ク
ダ
ラ
、
シ
ラ
キ
、

コ
ウ
ラ
イ
、
チ
ョ
セ
ン
等
、
半
島
の
国
名
あ
る
名
詞
、
計
四
百
十
有
七
許
を
詮
素
蒐

集
し
て
考
護
し
た
も
の
で
、
神
社
、
悌
、
寺
、
地
名
、
姓
氏
、
動
物
、
植
物
、
舞
楽
、

器
物
類
な
ど
に
及
ん
で
収
拾
ｐ

と

の

ｌ
日
本
と
韓
国
Ｉ

鈴
木
正
崇
・
野
村
伸
一
編
Ａ
５
判
／
四
七
九
頁
／
定
価
八
五
○
○
円

｛
主
な
内
容
】
は
じ
め
の
仮
面
戯
野
村
伸
一
／
里
堂
の
ク
ッ
の
演
劇
的
要
素
黄
纏
詩
／
韓
国
仮
面
戯

と
儀
礼
の
関
連
様
相
田
耕
旭
／
二
十
世
紀
の
仮
面
劇
と
人
形
劇
の
芸
能
伝
承
過
程
の
研
究
徐
淵
異
／

生
き
て
い
る
人
の
た
め
の
ク
ッ
劉
永
大
／
済
州
島
の
ク
ッ
の
芸
能
性
野
村
伸
一
／
変
身
の
論
理
神

田
よ
り
子
／
神
楽
の
構
成
と
世
界
観
鈴
木
正
崇
／
日
本
の
神
楽
と
韓
国
の
ク
ッ
鈴
木
正
崇

､
各価格は税別本体価格
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史
塗
目
年
表
鳶
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ス
リ
ラ
ン
カ
の
宗
教
と
社
会
文
化
人
類
学
的
妻

●
鈴
木
正
崇
村
落
や
地
域
社
会
、
変
動
下
の
都
市
に
も
現
地
調
査
を
実
施
民
族
対
立

や
経
済
に
も
目
配
り
し
つ
つ
社
会
構
造
と
宗
教
儀
礼
を
総
合
的
に
考
察
。
３
３
９
８
１
円

日
本
王
権
論
《
新
装
版
》
・
酬
醐
零
／
上
野
千
鶴
子

天
皇
制
は
何
に
支
え
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
し
て
き
た
か
。
そ
の
特
異
性
、
存
続
の

理
由
は
何
か
。
様
々
な
視
角
か
ら
日
本
精
神
史
の
深
層
に
迫
る
討
論
。
１
８
０
０
円

修
験
道
と
日
本
宗
教
・
宮
家
準

山
岳
で
修
行
し
、
神
人
合
一
と
験
力
の
獲
得
を
め
ざ
す
修
験
道
。
日
本
の
宗
教
文
化
の
基
層
を

作
り
上
げ
て
き
た
壮
大
な
運
動
と
仏
教
、
神
道
、
陰
陽
道
な
ど
の
関
係
を
考
察
。
３
０
０
０
円

圃
織
職
洲
鯉
濡
洲
蕊

ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
の
宇
宙
伝
承
と
震
造
形

●
金
子
量
重
／
坂
田
貞
一
一
／
鈴
木
正
崇
編

（
価
絡
は
税
別
）

吉
川
弘
文
館

東
京
都
文
京
区
本
郷
七
丁
目
二
’
八

電
話
○
三
’
三
八
一
三
’
九
一
五
一

最
新
の
〈
日
本
史
年
表
〉
決
定
版
Ｉ
『
国
史
大
辞
典
」
別
巻

２
８
０
０
円

中
世
寺
院
の
社
会
と
芸
能
土
谷
恵
著

醍
醐
寺
・
童
・
芸
能
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
中
世
寺
院
社
会
の
多
様
性
と
実
態
を
解
き
明
か
す
。
醍
醐

寺
の
組
織
構
造
の
特
質
を
検
討
し
、
童
の
存
在
形
態
か
ら
そ
の
役
割
と
本
質
を
分
析
。
童
が
担
っ
た

舞
楽
（
童
舞
）
に
、
中
世
寺
院
の
芸
能
の
あ
り
方
を
探
る
。
Ａ
５
判
・
三
七
八
頁
／
一
○
○
○
○
円

昨
細
剛
書
酢
鮒
送
呈

加
藤
友
康
・
瀬
野
精
一
郎
・
鳥
海
靖
・
丸
山
棄
成
編
四
六
倍
判
／
三
○
○
○
円

旧
石
器
時
代
か
ら
一
九
九
九
年
ま
で
政
治
・
経
済
・
社
会
・
文
化
に
わ
た
る
一
一
一
万
六
五
○
○
項
目
を
収
録
。

巻
末
に
豊
富
な
「
日
本
史
備
要
」
と
詳
細
な
「
索
引
」
を
付
す
。
一
二
六
頁
〈
明
細
内
容
見
本
送
呈
〉

中
世
奥
羽
の
民
衆
と
宗
教
誉
星
信
著

現
代
人
の
想
像
を
超
え
た
重
厚
な
宗
教
的
世
界
に
満
ち
溢
れ
て
い
た
中
世
社
会
。
本
識
は
、
国
家
史

の
枠
組
で
は
と
ら
え
き
れ
な
い
宗
教
と
社
会
と
の
多
様
な
関
わ
り
を
、
北
方
史
に
お
け
る
地
域
社
会

に
発
見
し
、
民
衆
の
視
座
か
ら
多
面
的
に
考
察
す
る
。
Ａ
５
判
・
三
三
八
頁
／
七
○
○
○
円

神
と
仏
の
民
俗
百
本
歴
史
民
俗
叢
書
）
鈴
木
正
崇
著

神
と
仏
の
複
雑
な
関
係
は
、
知
識
層
と
一
般
民
衆
双
方
の
心
の
奥
深
く
に
浸
透
し
、
極
め
て
錯
綜
し

た
交
渉
過
程
を
経
て
き
た
。
神
楽
と
仏
教
儀
礼
を
考
察
し
、
地
域
性
豊
か
に
、
個
性
的
な
想
像
力
に
よ

っ
て
創
り
変
え
て
き
た
、
民
衆
の
精
神
の
歴
史
を
解
明
す
る
。
Ａ
５
判
・
三
六
四
頁
／
六
八
○
○
円

民
間
に
生
き
る
宗
教
者
（
野
亭
分
曽
縁
①
）
高
埜
利
彦
編

だ
れ
も
が
菩
提
寺
を
も
っ
た
江
戸
時
代
・
幕
府
の
宗
教
政
策
の
も
と
集
団
化
・
組
織
化
せ
ざ
る
を
得
な

い
宗
教
者
た
ち
。
組
織
の
周
縁
に
あ
っ
た
宗
教
者
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
生
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
仏
教

中
心
に
語
ら
れ
て
き
た
そ
の
実
態
を
周
縁
の
人
々
か
ら
探
る
。
四
六
判
・
二
八
六
、
／
一
一
八
○
○
円

中
世
の
仏
教
と
社
会
大
隅
和
雄
編

中
世
の
仏
教
に
焦
点
を
あ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
そ
の
実
相
を
解
明
す
る
・
九
条
家
の
祈
輪
僧
智

詮
を
は
じ
め
、
明
恵
・
日
蓮
・
虎
関
師
錬
の
自
国
意
識
、
茶
・
禅
病
な
ど
を
取
り
上
げ
論
究
。
仏
教
史
を

超
え
、
新
た
な
宗
教
史
の
構
築
を
目
指
し
た
意
欲
的
な
論
集
。
Ａ
５
判
・
二
二
二
頁
／
六
五
○
○
円

３邑品
タ画

一

一

床
一 犯邑 困唾型 図 ＝皿0月目国丑言猛司目且

東
ア
ジ
ア
の
柱
立
て

萩
原
秀
三
郎

東
ア
ジ
ア
に
は
、
柱
を
立
て
て
新
し
い

年
Ⅱ
太
陽
を
迎
え
る
祭
り
が
多
い
。

祭
り
を
通
し
て
ア
ジ
ア
の
人
々
の
生

命
観
を
探
り
、
諏
訪
の
御
柱
や
縄
文

の
巨
柱
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
。定価:陸両面再|+税

●A5判／208頁

日
本
人
の
生
・
老
・
死

宮
田
登
・
新
谷
尚
紀
［
編
］

日
本
人
は
「
老
い
」
を
ど
の
よ
う
に

受
け
入
れ
て
き
た
の
か
。
日
本
人

の
死
生
観
か
ら
「
老
い
の
価
値
」
を

再
発
見
し
、
こ
れ
か
ら
の
長
寿
社

会
を
豊
か
に
生
き
る
知
恵
を
探
る
。

定価:産両面再|+税
●A5判／352頁
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歌
・
踊
り
・
祈
り
の
ア
ジ
ア
７
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

星
野
紘
・
野
村
伸
一
編
日
本
・
韓
国
・
中
国
・
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
・
ロ
シ
ア
（
シ
ベ
リ
ア
）
の
民
俗
芸
能
の
諸
相
を
紹
介
。

現
代
日
本
の
宗
教
事
情
諏
訪
春
雄
編
２
５
０
０
円

現
代
日
本
を
動
か
す
宗
教
の
実
態
に
多
方
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
。

東
ア
ジ
ア
の
身
体
技
法
石
田
秀
美
編
３
２
０
０
円

東
方
に
お
け
る
身
体
に
つ
い
て
、
侭
依
や
身
体
錬
金
術
な
ど
の

身
体
技
法
を
と
お
し
て
考
え
る
。

庶
民
宗
教
民
俗
学
叢
書
全
７
冊
揃
価
７
５
０
０
０
円

志
村
有
弘
編
【
リ
プ
リ
ン
ト
版
】
宗
教
民
俗
学
の

研
究
に
取
り
組
ん
だ
先
人
た
ち
の
業
績
を
再
び
世
に
出
し
、

改
め
て
日
本
人
の
精
神
史
を
照
射
す
る
。

性
の
民
俗
叢
書
全
５
冊
揃
価
６
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

川
村
邦
光
編
【
リ
プ
リ
ン
ト
版
】
一
一
十
世
紀
初
頭
に

誕
生
し
た
〃
性
の
民
俗
″
研
究
の
原
点
を
掘
り
起
こ
す
。

能
楽
と
中
国
の
古
芸
能
・
信
仰
‐
３
３
０
０
円

葉
漢
蒸
著

近
代
中
国
の
シ
ャ
Ｉ
マ
ニ
ズ
ム
と
道
教
‐
３
８
０
０
円

志
賀
市
子
著

冥
報
記
の
研
究
説
話
研
究
会
編

第
一
巻
カ
ラ
ー
本
文
・
釈
文
付
き
２
７
４
０
０
円

第
一
一
巻
索
引
・
解
説
・
研
究
１
８
８
０
０
円

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
■
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ロ
●
●
●
■
●
●
■
■
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
弓
●
●
●
巳
●
■
■
●
●
●
●
●
●
●

ア
ジ
ア
遊
学
毎
月
５
日
発
行
‐
８
０
０
円

生と死の倫理一伝統的倫理の崩壊
Ｐ、シンガー著／樫則章訳２３００円
体外受精，人体臓器移植など、現代科学と現

代倫理の問題を鋭く問う。

第９巻死後の環境ｉ基外謂天;漁多這罵現総!里
新谷尚紀責任編集2300円｜代倫理の問題を鋭く問う。

照温室龍麗革嶋諭輔人間とは何〃３５００円
鈴木正崇責任編集２３００円１理性の枠におさまらない、欲望の主体、身体
魂が呼応する「境界」からのメッセージ！的存在、生命としての人間を考える。

第h巻自然の音.文化の音｜新しい教養のすすめ宗教学
山田陽一責任編集2500円｜細谷昌志.藤田正勝編1900円音楽一からだと環境が出会う場

ｉ宗教の多様性を多角的に読み解くとともに、
一一.一.一一.一・一・一・一・一・一・一・一・一・一一・一ｉ「読む事典」としても使える教養の害。

癒しのうた
_ﾏﾚーｼｱ熱帯雨林にひびく音と身体｜日本の哲学①芸壷学研究の現在
Ｍ､ローズマン著／山田陽一･井本美穂訳ｉ日本哲学史フォーラム編１８００円
マレーシアに住むテミアー達の、身体と心を癒ｉ現在の哲学研究の地平から西田の思想を問い
す､うたと儀礼のパフオーマンス。３２００円ｉなおす。

琴篭蕊涛蝋驚鵬鰯昭和堂躍鼎|誤認蒼舞２，‘。
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